
■災害時の避難所運営シミュレーション （ 厚真町 )

Point
他者との話し合いを通して多様な価値観に触れながら、災害時の避難所運営の在り
方について考える。

●学校名 厚真町立厚真中学校

●実施学年 全学年

●ねらい 令和７年開設の厚真町防災備蓄庫の見学や胆振東部地震の際の避難所の経
験を通して、より良い避難所運営について考え、防災意識の向上を図る。

●内 容

○主な活動 □教師等の働きかけ 備考

〇地震→火災 避難訓練
〇厚真町防災備蓄庫の見学
〇避難所運営のシミュレーション
【12の課題をクリアする避難所運
営を考えよう】

〇交流・発表・講評・振り返り

□胆振東部地震から7年が経過
したが、日頃から災害に対
する心構えが大切である

□避難所運営は、多様な価値
観や課題に対応する必要が
あること

・１日防災学校を
兼ねて実施

・町の防災担当者
が協力

・町の防災アドバ
イザーが協力

●児童生徒の声・
・誰もが困ることのない環境を作りたいと思いました。
・どんなことににも工夫が必要だなと感じました。
・何かあった時には、地域の人と協力して助け合っていきたいと思いました。
・いつでも避難できるように、改めて家にある防災バックを見直したいと思いました。

【防災備蓄庫の見学の様子】

【シミュレーションの様子】


